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こんなことしたよ
学校でしたことを菫の人に伝える文it,く 。
えにっきをかこう
経麟 したことを綸日配に,い てみんとに知らせ●.

■●
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のカン組み立てを考えて●く

・ 3“の力/かんさつして■く

Rヽ■の力/せつ明する文しょうを書く

′8秦の力′くらべて分かったことを■く

・I● 葉の力‐しょうかいする文しょうを書く

^言
■のカ
つなが,を 考えで,,嬌を
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■言葉のカ
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いくつあつめられるかな             くらべてみよう            グルーフにまとめて口理しょう     事実こ■スを区,1し よう      凛因と

“

業に■日しよう

よ凛に伝えたいできごとを.た くさん思い出してメ崚歓●●輌を.■●■決めて豪に彙■し.テーマにわって,えたことをカードに,グラフから躊み取つた0実 こ その 饉に●された山来事について,菫
モに●●出し.メモがどんなことに役立つかを考える.菫理した取を3`織■点を■■点を,た  0出し.● ●出したカードtいくつか0●彙から考えたこととを.区別して 口と●■の口
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tはつ0りさせて
る.                 グループに●

"し

て口に螢●する。   表に,゛出す.           文■に●す.

‐
=葉
のカ

資料を港用して報告する

●
=乗
のカ

資料を使って説明する

'■
葉のカ
0現の効果't,え て,1●する

書くこと

こと|よの力 よく見で,(

ことばの力. しゅんしょにさをつI,(′●′

おはなしをかこう
0=秦 0カ

^ぶ

つをかんがえておはなしをかく

|′,,オ と, |つ ′4■ う
0■自のカ
手嬌を■く

一年かんを.,り かえるo

●

'霙
のカ

かtヽ た文しょうをよみかえす

●■のカ
文しょうのよいところを見つ|,る

おとうとわずみ チ●
●菫なのカ

人ぶつの気もちをかんがた0
●●日のカ
お■のはじめとおわり,く らべる

たんには

畢 となどに気をつ1,て.内書の大■をとらえ●.:;::|[::1111
:I藤:i:::宅″ttヽした日や文t●えなが

専聴a夕 rヽtヽら姜む.

いろいろな.,ね
●
=葉
のカ

せつめいの文しょうをよむ

ビーバーの大I■
●●■のカ
知りたいことを本でしらべる

ξ薫のカ
くらべてかんがたる

風資のカ
おはなしをたのしむ

言葉のカ

自分の考えとその理由を●(

.書栞のカ

設定を考え‐ 語を■く

'言
葉のカ

心の動きを,で表す

:1言 葉のカ

だいしなことを手慨てつたぇる

・ 言葉のカ

又●のよいところをつたぇ合う

｀日葉のカ

相手や日,,を 考えて手紙を■ (

・ ■秦のカ

文コのよいところをたしかめる

.日秦のカ
理由やⅢ例を挙げて

'く

言葉のカ

反対意見を考えて書 く

菫来のカ

脱得力のある意見文●●く

言このカ

1■み 0(を 考ぇ〔物

“

を脅く

心が動いたことを三十一●rヽそっ
★言葉のカ
発見や感動を短欧で,す

日ヽのカ
発見や感動を俳句ご豪,

.●

=葉
のカ

文量のよさを見つけて生か寸

卒凛文ヽ を4'ろ ,
●8日のカ
思いを伝え●☆●●●く

(人 '1"〕
あめてすよ
■■0■ きやリズムを感じながら■,す る。

颯子を思い浮かべながら楽しんで饒0.

おおきなかヽ

人物の行動機 しながら■薔する.

ある●あるけ おおきくなあれ

'事
の書きやリズムを楽しみ.声に出して,む .

場面の様子に■日して鶴み.人物の行動を想像する.
みみずのたいそう

=事
の,さ やリズムを秦しみ,声に出して籠む.

サラグでげんき

'■
素のカ

だれがどんなことをしたかをたしかめる

スイミー

●曾秦のカ
おはなしのすさなところを見つける

a會葉の力              え言葉のカ

お鮨を,崚する           0子 を思いうかべて音護をする

,■員の力              鶯曾羮のカ

蠣めんを分ける            あ,,す しをまとめる

●彙の嗜きやリズムを楽しみ.声 に出 場面の様子や人物の気持ちを思い浮か
して続む.              べながら 静を声に出して配0.

合
=■
のカ

そうそうを広げて読む

|.||.

■■■のカ
自分とくらべて

“

む

●
=素
のカ

中心人物を見つける

tチモチのふ
●■業のカ
人物のせいかくを想そうする

こわオヽた千の楽器           だいし,う .〕 だい_`う ;       サポテンの花 生きる
0■■の力             ●■■の力               ●■●0カ
●0したことを■●で0す       口0手に伝わるように青籠をする     口●子に伝わるように

"曖
をす0

走れ                  世界で |ヽ ちばんわ,ま tい i=
●,■の力             '■ 秦のカ

中心人力の■化をとらえる      力嘔の■成をとらえる
.sし 、                颯風幅                 いよ皓まる斬しい|■

よかoたなあ             本のこころ

う●の様,や人慟の気持ちを思い浮か
"を
鵬んで感したことや考えたことが壺れ ,0を

"ん

で感したことや0たたことが豪れ
べながら.,t"に出して腱0.    るように■喘する.           るように

'籠
する.

つの 11

●●案のカ
□名のな味ををえる

0■赤のカ
人ウどうしの関わりを考える

注文の多い●理店
★i葉のカ
Ⅲ爾のくふうを見つける

大造 しいさんとがん

★
=葉
のカ

人物●を燎,する

瓜切るつはヽ
●●彙0カ
人輛の関係と心伯の羹化をとらえる

海′。いのち

●●

"の

カ
働::が 自分に●も強く皓りかけてきたこと
を■える

ヒロンマの,た
0■出のカ
田壼付けて饒0言葉のカ

物や適具に気をつけて離む

言葉のカ

だん落の内ようをとらぇる

0日 薬のカ
物面の終わ り方について

'え
る

'■
■のカ

文中のまとよりをとらえる

手 i『治,
●會菫のカ

伝Eを籠んで考えを深める

言葉のカ

蜜旨をとらえる

言葉のカ

記事の■さ二の意図を読む

●コ睾のカ

綸の連め方をとらえ

`

3栞のカ
泣
',の

(.,う ■膠み取る

●
=■
のカ

知つていることとむすびつけて読0

●
=葉
のカ

いろいろな本を楽しむ

・ 言葉のカ

■さ手のく_ふ うを五み取る

・ 8菫のカ
要約 .て まとめる

ヽ言葉のカ
ものの見方や考え方をとぅえる

・
1言葉のカ

本をたoか

●8菫のカ
表 し方のちが tヽ を読み取る

●8菫のカ
輌べたことを関係付ける

しよう

浣
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枷
む
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感想や考えを

持つ

読み広げ

銃み比べ

綺解の
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脱
む

説^
明
文

読み比べ・

表現の工夫

情報活用

考えを広げ

深める

読■に

続し0
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腋え方を生みだそう

0,日のカ
●●の■えから自分の今えを広げる

本tみんなにす,めよう
0,■のカ
本のみりょくや白さを伝える

言葉つカ

必要な

"軽
を見つ|,る

薔鷲のカ

多角的にとらえる

着葉のカ

本と本 とのつながりを見
‐,け る

0言 葉のカ
情報を自係(,け て括用する

'言
葉のカ

文●を餞み.考 ぇを広 Iチたり諫めたりする

●曾業のカ
醜●生活を

'か
|=する
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や籐饉籠を使って,秦連び歌を作る。
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【人月日】
ようしくね
いろいろな友違を自己

“

介をし合って日手をする.

す0な こと.なあ|=           何をしているのかな           もしも.ど うしたoヽ            この
=■
.あなたなりどう考える     気,|ち よく

"饉
を崚けよう

檜子ザ今・ ●中になっていることに口心を 1依の機を見て.相手が●えたことに同菫 澤●したことを重いに薔して.丼■月や相 心に属つた■
'「

について互いに■日しなr三 つの
"11●"を

もとに ふだん0自分た

'0ち

.●子の覺●●受けて

“

す.     したり■岡した,して.反ルを示しながら ■点に,日 しなすら●,.        ら,彗をつなく。            ち●対■t●り1嘔り.●えたこと●●え合
薔をつなぐ。                                                      う。こえをとど1,よ う

::i「 阜:驚1:錯輩J:::み
んなの前で名

"`]::1楓 =つ
ぃて肛 う

みんなにはなそう                口0たいことをおときず曰く
見つけたものは

'Iか

.みんなの詢でクイズを出す.

さいてつたえよう
先生から暉いたことをグループに伝える。

.言葉の´
だいしなことを電ときず蜀〈

たしためなから送をFt'1う
0●■のカ
ロ●たいことの中心を■えて口く
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を固いて彙間する

■りたいことを
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出そう

'8■
のカ

■図を,籠にして固く
8■のカ

,番 し手の■えと自分の■ぇをtιべる

なにに見えるかな
●曾暴のカ
はなしをたのしくつなぐ

:人「う翔 ]
はなしたいなききたいな

菫体みの思い出をみんなの前でにす."゛手は■間
や感想を述べる.

嘔 薬のカ               ー‐

=葉
のカ

しょうかいしたいことがつたわるように話 話の中心がつたわるように話す
す

自葉のカ

役わ
'|を
考えながっ話 t.合 う

●葉のカ

聞き手につたわるようにくふうして話す

,曾■のカ
立場を明確にしながら1`し 合う

'■
■のカ

思いが伝わるように暗す

0=葉のカ
ことばをつないて活し合う

言葉のカ

司芸の進行にそって話 し合 う

言葉のカ

意図を明確にしな
',(ら
:1面的に話 し合う

伝えたい.心 |=残 る■秦
●■繁のカ
颯えたいことが
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に残るように嬌す

・言葉のカ
しゅんじょよくはなナ

・
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のカ

t.も ん しょに気なつけてせつめいする

・ 言葉のカ

つたえたいことがつたわるように話す

・ 言葉のカ
できごとのしゅんにはなす

“

国のことをし,う かいしよ,
●■彙のカ

"の

組み立てや
"し
方をくふうする

首度のカ

分か ,や ,(伝 える

自料を見て
―
●えたこと,話そ ,

●曾素のカ

考えが鳴確に伝わるように

"す資料と,,係付けて鮨す

言葉のカ
′レビンテーン ,ン をナ′,

ローマTの 表:み コンし,一 ,一 ての 二争Ⅲ
`i入力

●藤の頬別 漢字の音]|. も ,仮名

:F首送 り仮名

膏師・アクセント .母音と子音の感覚

としょかん^行 こう         国書毬^行 こう           口●!:へ ,,こ う           図書館へFこ う           □●鮨へ行こう

手曖口●●の利用の仕方を理解するとと 学校国■●の本の分口や曖彙について 学校□●●の本の分燿について建解を 学校口
=彗
のさまざまな●螢の■や賣 地

“

の国●●や社会0■●骰の利活用
もに,日

“

されている本に縣 を持つ. ■解する。              コめ●.               料を活用する.            に日を向ける.

どうわの■さま′やなせたかし

こと|」 を広けよう          言葉てつたた合 ,

燿彙の拡充             =素 の働き・伝え合い

憲いつたKり
'1て
いるお話を知ろう  慣

",を
,お う

仲麟・伝攣0賣み口かせを田いた,自 さまざまな債月句の意味を.國■膵貪
分で,んだりして.お もしろいと思っ て,べ るとともに.慣用匈●用いて文
たところを発●する。         を作る.
おばあちゃんに田いたよ       いヽ1=■ 。む
0か ら伝わ0生活に崚立つ,い回しや 情景を,い 澤がべて.■■の■きやリ
,●土かるたについて知り,力に出して ズムを感じ取りながら.絆句を

'に
山

腱●.                して,● .

8■ て考えを(4え る         日本語と,卜国籠

忠●■●す●疇・表■        英椰と対用した日本口の特徴
ことわさと故事蔵il         あ☆,=鋼 しむ
ことわぎや欧●咸口について知り,な さまざまなき文作品の口頸に触れ.“
味や●いオ●■解して「ことわざ・崚 づいたことや■味を綺ったことを文策
事威●アッタ」を作る。        する。
百人一●の世界           古文の人がくと

'百人―●七月に出して,0と ともに. f機 暉子」を
'籠

し.書の人の手うに対
かるた菫びをして壺しむ.       する薔じ方や考え方について.■代の

自分たちと比べて文量を●く.

曽■の学,を .ゝ り恢る

●■の使い方の燿 りEリ

瀑文に麟 tt
Oま ざま■■文の作品に触れ.■躊の
●|やリズムをい いながら■,す る.

いにしえの8菫 I=■ 3.
●の人の,ロ セ疇み,そ こに■れてい
る●た方を知って.自分0生 ゛方につ
いて

'え

る.

話すこと・

聞くこと

知識及び技能

楊

〔人間鍛1
ほんがたくさん
,み田かせ

=田
いた,本0を 腱めたりして.

,つ .

とし,かん|=どんなところ
摯機国●●の利用に意欲を持つ。

ぼんはともにち
はじめてよんだにん′角野栄子

【人間期:
ひととつながることば
人との田わり●■かにする■●

えんびつをつかうとき|=た しかめよう

“

●の,|ち方・姜

"・

手の口き方

かいてみよう
ヨ摯●コ・■しい宇,レの平蜃名

あtヽ うえおのうた
母■の口形と,声

あてヽうえおのこと,」 をあつめよう

●■彙め
.や .0つ

くし
,書や■涸■を合む日の

'み
■●

ぶんをつくろう
助口「が」

はをつかおう
勁11「は」

をへtつか,,う
詢口 it」「へ」

らいさいっ
優it'●■の疇み●さ
ことばあそび
しりと,など

あひるのあくび
二十■の口

"と
彙
"

晏■を含む■の

"み

●●

ちいさいゃゃょ
鮨書セ會む■の

'み
●●

かぞえうた
■傲,・ 藪ロ

かんしのはなし
哺字の成リユち

‐■

'の
●櫃 と画

"

片仮名で表::す る●葉

鉤,11'

錮●格

主 :看  述語

国語辞典の活用

達字の複数のt味

0-マ 字の表:]

修飾語

凍字辞典の活用

〕|1今式 ヘボン式の表:3

主:1 述li 体い輛

崚

"播
句

象形 .指事 合意 形声

文の嗜威 係 り受け

専,爾  ,コ 囲 .T学嬌

婚● 言菫の由来

二宇摯語の縦 と活用

三7以上の外面の
":成

崚合 :書

敬mの活用 ,●表現

文の連続怯

ιヒ喩 ●■の工夫

片仮名の表記

噛日と日付の読み方とま記

上位語 下位番

||"名 め|キル

il畳  [|げル,つ y,

浚■の‐Iル

:=,・ 七華遊び

むかしばなしをたのしもう
■6のおみおかせを固いたり.自分で籠んだりして楽しむ.

本を餞0こ と|=,!心 を

話し合う

学習の系統 1年 2年 3年 4年 5年 6年

露
す
こ
と

・
田
く
こ
と

議す

(情口活用)

離す

(感性)

李習●系統 1年 2年 3年 4年 5年 6年

●■の

特徴や使ヽヽ方

知
籠
及
び
技
能

歯葉の学びを

猥り還り濠める

伝擁的な

=語
文化

,ヽ ∴¬ I F.1.

この資

"は
.2年度小学校教科書の内容解説資料として.一般■m法人教科■協会 腋 科書発行者行動規範 |に則っております。

■
`i●
たち

心の■分ん支市久美子
Ⅲ
``友
0

ホは楽し0もの′来村でんじろう
本は友遣

すてきなこと′あさのあつこ
本はな趣

ホがいぎをう, もう一つの世界′■■菫

枷子
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合
目

ク
ラ
ス
を
よ
り
よ
く
し
て
い
く
方
法
と
し
て
、
ど
ん
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
で
し
ょ

う
か
。
出
下
さ
ん
は
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
時
間
に
み
ん
な
で
ド
ッ
ジ
ポ
ー
ル
を
す

れ
ば
、
ク
ラ
ス
全
員
が
も

っ
と
仲
良
く
な
れ
る
と
考
え
、
意
見
文
に
ま
と
め
ま
し
た
。

文
章
を
読
ん
で
、
気
づ
い
た
点
や
よ
い
と
口ヽ

っ
た
点
を
話
し
合

い
ま
し
よ
う
。

ク
ラ
ス
を
よ
り
よ
く
し
て
い
く
に
は
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い
と
思
い
ま
す
か
。
二
年
生
に
な

っ
て

か
ら
、
ク
ラ
ス
全
員
で
遊
ボ
機
会
が
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
も
し
、
全
員
が
参
カロ
で
き
て

楽
し
め
る
活
動
を
す
れ
ば
、
み
ん
な
が
も

っ
と
仲
良
く
な
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
わ
た
し
は
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
時
間
に
ク
ラ
ス
全
員
で
ド
ツ
ジ
ポ
ー
ル
を
す
る

こ
と
を
提
案
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

反
対
の
立
場
を
考
え
て
意
見
文
を
言
こ
う

詈
墨
果
の
「
″　
　
合

反
対
意
見
を
考
え
て
書
く

■

覚
え
て
い
る
か
な

會

理
由
や
事
例
を
挙
げ

て
書
く

‐
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２７７
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理
由
は
二
つ
あ
り
ま
す
。　
一
つ
日
は
、
ク
ラ
ス
の
中
で
と
て
も
人
気
が
あ
る
遊
び
だ
と
い
う
こ

と
で
す
。
実
際
に
、
休
み
時
間
に
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
を
し
て
い
る
人
は
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
ル
ー
ル

の
説
明
も
い
ら
な
い
し
、
大
勢
で
行
え
ば
、
も

っ
と
も
り
上
が
る
と
思
い
ま
す
。
二
つ
日
は
、

チ
ー
ム
の
協
力
が
大
切
な
遊
び
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
で
は
、
外
野
と
内
野
の
逹

係
が
重
要
に
な

っ
て
き
ま
す
。
友
逹
と
力
を
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
ク
ラ
ス
全
体
の
仲
も
さ
ら
に
深

ま
る
と
思
い
ま
す
。

も

っ
と
も
、
ド
ッ
ジ
ポ
ー
ル
で
は
、
得
意
な
人
ば
か
り
が
ボ
ー
ル
を
取
る
こ
と
に
な
り
、
ボ
ー

ル
に
さ
わ
れ
な
い
人
は
楽
し
め
な
い
と
い
う
ヾ
配
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ポ
ー
ル
に
当
た
る

と
い
た
い
し
、
速
く
て
強
い
ボ
ー
ル
は
こ
わ
い
と
い
う
人
も
い
る
で
し
ょ
う
。
確
か
に
、
ポ
ー
ル

に
さ
わ
れ
ず
、
に
げ
て
ば
か
り
で
は
楽
し
め
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
場
合
、
全
員
が

一
度

は
ポ
ー
ル
を
投
げ
ら
れ
る
よ
う
に
、
取

っ
た
人
は
、
ま
だ
投
げ
て
い
な
い
人
に
ポ
ー
ル
を
回
す
よ

う
に
す
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
よ
う
な
や
わ
ら
か
い
ボ
ー
ル

を
使
え
ば
、
安
ヾ
し
て
楽
し
め
ま
す
。

勝

つ
こ
と
ば
か
り
に
こ
だ
わ
る
の
で
は
な
く
、
全
員
が
楽
し
め
る
よ
う
な
ル
ー
ル
に
す
れ
ば
、

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
は
ク
ラ
ス
を
よ
り
よ
く
し
て
い
く
の
に
ふ
さ
わ
し
い
活
動
だ
と
思
い
ま
す
。

自
分
の
意
見
と
は
反
対
の
立
場
の
人
を
説
得
す
る
に
は
、
ど
の
よ
う
な
書
き

方
を
す
る
と
よ
い
の
か
な
。

ど
ん
な
構
成
で
文

章
が
書
か
れ
て
い
る

だ
ろ
う
。

反
対
の
立
場
の
人

が
い
る
こ
と
も
想
像

し
て
書
い
て
い
る
ね
。

サ

イ
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理
由
を
明
ら
か
に
し
、
反
対
意
見
も
想
定
し
な
が
ら
、
意
見
文
を
言
き
ま
し
ょ
う
。

■

学
習
の
見
通
し

０

考
え
を
整
理
す
る
。

の
）
反
対
意
見
を
予
想
し
て
対
応
を
考
え
る
。

Ｏ

構
成
を
考
え
る
ｆ
…
…
‥
…
…
‥
…
…

０

意
見
文
を
書
く
。

Ｏ

感
想
を
伝
え
合
う
。

…
…

★

反
対
意
見
を
考
え
て
書
く

…
…

★

反
対
意
見
を
考
え
て
書
く

ｎ
）
考
え
を
整
理
す
る
。

「
ク

ラ

ス
を

よ
り
よ
く

し

て

い
く

に
は
ど

う
す

れ
ば
よ
い
か
」
と
い
う
話
題
に
対
し
て
、
考
え
を

０

整
理
し
ま
し
ょ
う
。
自
分
の
意
見
と
、
そ
う
考
え

　̈
た
理
由
を
メ
モ
に
ま
と
め
ま
し
よ
う
。

の
）
反
対
意
見
を
予
想
し
て
対
応
を
考
え
る
。

自
分
の
意
見

へ
の
反
対
意
見
を
予
想
し
て
書
き

出
し
ま
し
ょ
う
。

い
ろ

い
ろ
な
考
え
方
が
あ
る
こ

６

意
見レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
時
間
に
、
ク
ラ
ス
全
員
で

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
を
す
る
。

理
由
①
ク
ラ
ス
で
人
気
が
あ
る
。
体
み
時
間
に
邊
ん
で
い

る
人
も
多
い
。

②
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
大
切
な
邊
び
な
の
で
、
み
ん
な

で
や
れ
ば
ク
ラ
ス
が
ま
と
ま
る
。

■

意
見
と
理
由
の
メ
モ
の
例

一多

一

日
１１１
」
シ

ュ
ウ

お
き

め

る

お
さ

ま

る

188189

と
を
知
る
た
め
に
、
友
逹
と
話
し
合

っ
て
み
て
も

よ
い
で
し
ょ
う
。

予
想
さ
れ
る
反
対
意
見
に
対
し
て
、
ど
う
す
れ

ば
よ
い
か
対
応
を
考
え
て
い
き
ま
す
。
自
分
の
意

見
を
見
直
し
、
反
対
の
人
に
も
納
得
し
て
も
ら
え

る
よ
う
に
修
正
し
た
り
、
反
論
の
内
容
を
前
も

っ

て
理
由
の
中
に
組
み
入
れ
た
り
な
ど
、
説
得
力
の

あ
る
文
幸
に
す
る
た
め
の
く
ふ
う
を
し
ま
し
よ
う
。

▲口
反
対
意
見
を
考
え
て
書
く

●
反
対
意
見
を
予
想
す
る
こ
と
で
、
ど
ん
な
こ
と
が
分

か
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。

●
反
対
の
人
に
納
得
し
て
も
ら
う
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う

な
対
応
を
考
え
れ
ば
よ
い
だ
ろ
う
。

■

反
対
意
見

へ
の
対
応
の
メ
モ
の
例

10

予
想
さ
れ
る
反
対
意
見

反
対
意
見
①

得
意
な
人
ば
か
り
に
ボ
ー
ル
が

回
り
、
ボ
ー
ル
に
さ
わ
れ
な

い

人
も
出
て
く
る
。

反
対
意
見
②

ド
ツ
ジ
ボ
ー
ル
は
か
た

い
の
で
、

当
た
る
と
い
た

い
。

○

得
意
な
人
の
投
げ
る
ボ
ー
ル
は

速
く
て
こ
わ
い
。

理
由
に
入
れ
る

○

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
は
体
み
時
間
に

も
で
き
る
の
で
、
別
の
遊
び
を

し
た

い
。

反
対
意
見
に
対
し
て

ボ
ー
ル
を
取

っ
た
人
が
、
ま
だ

損
げ
て
い
な
い
人
に
ポ
ー
ル
を
わ

た
す
よ
う
に
、
ル
ー
ル
を
変
え
る
。

ソ
フ
ト
パ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
よ
う

な
や
わ
ら
か
い
ポ
ー
ル
を
使
う
。

得
意
な
人
は
、
き
き
う
で
で
は

な

い
方
の
う
で
で
、
ポ
ー
ル
を
投

げ
る
。

全
員
で
行
え
ば
、
休
み
時
間
に

す
る
の
よ
り
、
も

っ
と
も
り
上
が

る
の
で
は
な

い
か
。

ド
ツ
ジ
ボ
ー
ル
だ
と
み
ん
な
が

ル
ー
ル
を
分
か

っ
て
い
る
。

反
対

の
立
場
か
ら
考
え
て
み
る
と
、

い
ろ
い
ろ
気
づ
か
な
か

っ
た
と
こ
ろ

が
見
え
て
く
る
ね
。



ｎ
）
構
成
を
考
え
る
。

意
見
と
理
由
の
メ
モ
や
、
反
対
意
見

へ
の
対
応

の
メ
モ
を
も
と
に
、
意
見
文
の
構
成
を
考
え
ま

し
よ
つヽ
。

自
分
の
意
見
や
理
由
、
予
想
さ
れ
る
反
対
意
見

な
ど
、
ど
の
よ
う
な
順
序
で
書
け
ば
、
分
か
り
や

す
い
文
章
に
な
る
で
し
ょ
う
か
。
説
得
力
の
あ
る

構
成
を
く
ふ
う
し
ま
し
よ
う
。

∵
一
【
反
対
意
見
を
考
え
て
書
く

●
ど
の
よ
う
な
構
成
に
す
る
と
、
自
分
の
考
え
を
分
か
り

や
す
く
伝
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

●
予
想
さ
れ
る
反
対
意
見
は
、
ど
の
よ
う
に
示
せ
ば
い
い

の
だ
ろ
う
。

０

意
見
文
を
書
く
。

構
成
メ
モ
を
も
と
に
、
自

分
の
考
え
を
文
幸
に
ま
と
め

，一^
一―
）　レ‐ヽ　ヽ
「′・。

／
タ
ノ

９ヽ
　
　
　ノヽ

０
【螺

10

■

構
成
メ
モ
の
例

結論 本 論 序論

まとめ
反対意見
への対応

予想される

反対意見
提案理由

提案
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）

ｎ
）
感
想
を
伝
え
合
う
。

　̈
　
書

い
た
文
幸
を
友
逹
と
読
み
合

い
ま
し
よ
う
。

一　
意
見
と
理
由
は
は

っ
き
り
し
て
い
る
か
、
反
対
意

見
を
予
想
し
て
さ
い
て
い
る
か
、
構
成
は
分
か
り

や
す
い
か
、
と
い
っ
た
点
に
気
を
つ
け
て
読
み
、

よ
か
っ
た
と
こ
ろ
を
伝
え
合
い
ま
し
よ
う
。

冒
目
一

予
想
さ
れ
る
反
対
意
見
を
示
す
と
き
に
使
う
言
葉

確
か
に
～
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

～
と
考
え
る
人
も
い
る
で
し
ょ
う
。

口
圏
ロ

同
じ
部
首
の
漠
字

（「ｒ
」
こ
ざ
と
へ
ん
）

際

―

国
際
理
解
　
親
し
く
交
際
す
る

険

―

険
し
い
ユ
道
　
険
思
　
保
険

「得
」
の
使
い
方

計
可
を
得
る
　
得
点
　
得
ヾ
　
損
得

□
国
ロ

説
得
力
を
持
た
せ
る
た
め
に
、
ど
ん
な
こ
と

に
気
を

つ
け
て
文
幸
を
書
き
ま
し
た
か
。

Ａ， 日　言葉のカ

合

反
対
意
見
を
考
え
て
書
く

・
反
対
意
見
を
予
想
し
、
ど
う
説
得
す
る
か
く
ふ

う
す
る
こ
と
で
、
自
分
の
考
え
を
深
め
る
。

・
自
分
の
意
見
や
、
反
対
意
見
へ
の
対
応
が
明
確

に
な
る
よ
う
、
文
章
の
構
成
を
考
え
る
。

・
反
対
意
見
と
そ
れ
に
対
す
る
自
分
の
考
え
を
も

り
こ
ん
で
文
章
を
書
く
。

■

生
か
そ
う

て
意
見
を
言
う
。

話
し
合
い
の
と
き
に
、
予
想
さ
れ
る
反
論
も
考
え

け

わ
し

い

ケ

ン

ゆ

る
す

許可
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